
SARS 対策緊急セミナー 

Severe Acute Respiratory Syndrome 

― 香港・トロント 現地に学ぶ ― の 
【講 師】 デイビッド・シュウ・チェン・フイ先生（香港中文大学医学部准教授） 

        レスリー・ビンセント先生（トロント マウント・サイナイ病院看護部長） 

      川名 明彦 先生（国立国際医療センター呼吸器科病棟医長） 

【モデレーター】 田辺 功（朝日新聞編集委員） 

【主 催】 朝日新聞社  【共 催】国際治療教育研究所（国治研） 

【後  援】 日本医師会、日本看護協会、日本感染症学会、日本呼吸器学会 

【協  賛】 ファイザー株式会社 

      〈東 京〉               〈大 阪〉 

2003 年10 月11 日（土）        2003 年10 月12 日（日） 

千代田区公会堂               御堂会館 

   東京都千代田区九段南1丁目6番17号        大阪市中央区久太郎町4丁目1番11号 

   TEL：03－3261－1772                TEL：06－6251－5820 

  

           

■地下鉄御堂筋線｢本町｣ D階段8号出口より南へ200ｍ 
■地下鉄中央線｢本町｣ I階段13号出口より南へ50ｍ 
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■地下鉄東西線､半蔵門線､都営新宿線､いずれも九段下駅下車､4番出口から徒歩3分

◎東京駅から･･･東京駅北口から東西線大手町まで徒歩で乗換え  

◎上野駅から･･･地下鉄銀座線日本橋駅で東西線に乗換え 
◎新宿駅から･･･都営新宿線で 
◎渋谷駅から･･･半蔵門線で                  



セミナーへのお誘い 

世界を震撼させたSARSをもう忘れてはいませんか？ 

ウイルスの性質から見れば、この秋から冬、再び流行する可能性があります。日本のあなたの病院にもいつSARSの患者さんが現れないとも 

限りません。この春、中国、香港、カナダ等では多くの医師、看護師等が感染し、何人かは亡くなりました。 

SARSの怖さ。なぜ院内に広がったのか？ 

今回私どもは、現場の当事者から聞く初めてのセミナーを企画しました。香港の医師とカナダの看護師がつぶさに報告します。患者さんを 

適切に治療するのはもちろん、あなた自身と病院を守るためにも現場からでなくては得られない貴重な知識を学びましょう。

朝日新聞編集委員 田 辺  功 

  

◆参加をお勧めする方々： 医師、看護師、保健師、臨床検査士、救急救命士、病院管理者、薬剤師、リスクマネージャー 

             ソーシャルワーカー、その他医療関係者 
 プ ロ グ ラ ム  

    09：45 ～ 10：30  受 付 
    10：30 ～ 11：00  挨 拶、講師紹介、オリエンテーション                    （敬称略）  
    11：00 ～ 12：30  『香港の現場からのレポート』 デイビッド・シュウ・チェン・フイ（許 樹昌） 
    12：30 ～ 13：30   昼 食 
    13：30 ～ 15：00  『トロントの現場からのレポート』 レスリー・ビンセント 
    15：00 ～ 15：15   休 憩 
    15：15 ～ 15：45  『ベトナムでの知見と我々の取り組み』 川名 明彦 
    15：45 ～ 15：50   休 憩 
    15：50 ～ 17：30  『講師を交えて質疑応答とパネルディスカッション』 田辺 功 
                閉会の挨拶 
 

参加お申し込みのご案内 
  ◎申込方法：参加申込書にご記入の上、FAXまたは郵送でお申し込みください。 
  ◎参 加 費：1名1日 ¥8,000  ※参加票はお申込書とご入金を確認次第、郵送いたします。 

１）お申し込み後、９月３０日までにご入金がない場合はキャンセルとさせていただきます。 

２）９月３０日以降のキャンセルはお受けできません。但し、セミナー資料は後日お送りいたします。 
３）満員となり次第締め切らせていただきます。 

  ◎お申し込み・支 払 先：◆銀行振込の場合：みずほ銀行赤坂見附支店 普通預金口座 8051836名義：国際治療教育研究所 
              ◆現金書留の場合：国際治療教育研究所に郵送してください。 

◎参 加 証：当セミナーにご参加された証明書として参加証を発行いたします。ご希望の方は発行手数料¥500を 
        参加費と共にお支払いください。 
  ◎お問い合わせ先： 

  ●朝日新聞社 事業本部 事業開発部 朝日医学・医療セミナー事務局 
   〒104-8011 東京都中央区築地5－３－2  Tel.03－5540－7665 Fax.03－5540－7682 E-mail:med-pro@asahi.com 
   ※お電話でのお問い合わせ受付時間： 10：00～18：00（土、日、祝日は除く） 
  ●国際治療教育研究所｢セミナー係｣ 
   〒107-0052 東京都港区赤坂2－21－15 赤坂OSビル1階 
   Tel.03－3586－3240/3244 Fax.03－3505－2959 E-mail:semi@iiet.co.jp 

※ お電話でのお問い合わせ受付時間： 9：30～18：00（土、日、祝日は除く） 
 

参 加 申 込 書 

フリガナ                           ※ 東京 ･ 大阪 （いずれかに必ず○印） 

名前：                 職業/職場名：         ／             

〒    ‐      

都 道 

住所：      府 県                              （自宅・職場） 

電話：            FAX：            E-Mail                

◆参加証の発行(手数料￥500)：□ 要  □ 不要  送金予定金額：￥              

◆送金は   月   日に □ 現金書留 □ 銀行振込 を予定 

◆銀行振込の場合の名義人： □ 本人  □ 他名義（               ）カタカナでご記入下さい。 

※10月12日（日）大阪会場では、当日、会場周辺で｢御堂筋パレード｣が行われるため、付近のレストランの利用は困難となります 

のでお弁当の持参をお勧めします。また、会場内でもお弁当（和・洋各800円程度）の購入ができます。 

   ◆大阪会場申込の方： 弁当持参 ・ 弁当購入  （いずれかに○印をしてください） 

                          

逐次通訳・参考資料付き 



 

 

 

 

 

          


